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■  論文  ■
接触領域としてのTi-POP
―CD製作の場面から








































































































































































T，ギタリストのWと P，チベタンギター担当の Y，ボーカルの NS, D，そして唯一の
女性参加者でボーカルの APである。ちなみに，この中でレコーディング経験があるのは

















































































































































2 - 3　Teacher’s Day（教師の日）
　 2日目は，Nと筆者が共作した「教師の日」のための楽曲をレコーディングすること




















































2 - 4　His Holiness 70th Birthday（ダライ・ラマ法王生誕70周年）
　 3日目には筆者の仕事はなく，休養日であった。しかし，一人だけが遊びまわるわけに
もいかず，また，Sが筆者以外の人間にどういう示唆をするか見るためにスタジオについ



































































































































































































































































2 - 8　Kyi Pay Phayul（住みよい祖国）
　この曲は，愛する母国に向けられた曲で，昨年完成していた曲である。V, R, T, W, NS，























参加者は，AP, V, R, T，筆者である。







































































































































2 -   11　Chung-dri Jampa（幼馴染のジャンパ）
　「幼馴染のジャンパ」という一種のラブソングの録音をもって今回のレコーディングは
終了した。この曲も古くからある曲だが，上述のように NSとWが編曲し，彼らいわく
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